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あらまし  Twitter には，面識のない人でも気軽にフォローできるという特徴があり，他者とつながるための手段

として有用と言える．しかしながら，その一方で，匿名の人からフォローされたり，すでにフォローしているユー

ザのリツイート等により，知らない人のツイートを目にしたりする機会も多く，そのような人たちをフォローすべ

きか否か迷うことがある．そこで本論文では，フォロー候補となるようなユーザの印象選好（普段，どのような話

題の，どのような印象のツイートを見たり投稿したりしているか）を可視化することで，フォローの是非の判断を

支援するシステムを提案する．本システムを用いることで，有益な情報源かどうかといった単なる損得勘定だけで

なく，自身の感性に合ったユーザかどうかという視点からの判断も可能となる． 
キーワード  Twitter，ユーザモデリング，印象マイニング，Sentiment Analysis，つながり構築支援 
 

1. はじめに  
近年，スマートフォンやタブレット端末の普及によ

り，いつでもどこでもインターネットに接続できるよ

うになった．その影響もあり，Twitter や Facebook と

いった様々な SNS（Social Networking Service）が盛り

上がりを見せている．特に，Twitter は，友人・知人だ

けでなく，芸能人や有名人といった面識のない人とも

気軽につながることができるという点において，他の

SNS よりも優れており，2012 年第 4 四半期のアクティ

ブユーザは約 3 億人とも言われている [1]．  
Twitter では多くのユーザによって日夜様々な話題

のツイート（つぶやき）が投稿されており，その話題

は政治・経済から身の周りの出来事まで多岐にわたる．

このような情報を日常的に得るためには，その発信元

であるユーザをフォローする必要があるが，そのユー

ザが普段どのようなツイートをしているかは，実際に

そのユーザの（少なくない量の）ツイートを精読して

みないとわからない．中には，悲しいことばかりをつ

ぶやいている人もいれば，怒ってばかりの人もおり，

そのような人たちのツイートは見たくないと思ってい

る人も多い．  
そこで本論文では，フォローしても良いか，しない

方が良いかの判断を支援することを目的として，フォ

ロー候補となるユーザの印象選好（そのユーザが普段，

どのような話題の，どのような印象のツイートを見た

り投稿したりしているか）を可視化する手法を提案し，

Web アプリケーションシステムとして実装する．  
具体的なシステムの処理としては，本システムの利

用者が任意の Twitter ユーザ名を入力すると，システム

はそのユーザが投稿したツイート群（ユーザタイムラ

イン）とそのユーザがフォローしているユーザらが投

稿したツイート群（ホームタイムライン）を Twitter API 
[2]を用いて収集し，著者らが開発した印象マイニング

システム [3]を用いて各ツイートの印象を数値化する

とともに，それぞれのツイート群で特徴的なキーフレ

ーズを Yahoo!キーフレーズ抽出 API[4]を用いて抽出す

る．システムは以上の結果を GoogleChartTools[5]を用

いて可視化し，利用者に提示する．なお，印象マイニ

ングシステムは，入力された文章を「楽しい⇔悲しい」，

「うれしい⇔怒り」，「のどか⇔緊迫」の 3 つの印象軸

で評価し，それぞれの印象軸における印象の程度（印

象値）を 1～7 の 7 段階評価スケール「（左側の印象を）

感じる（1 点），わりと感じる（2 点），やや感じる（3
点），（どちらの印象も）感じない（4 点），（右側の印

象を）やや感じる（5 点），わりと感じる（6 点），感じ

る（7 点）」に準じた実数値として出力する．  
また，本手法をキーワード検索に適用し，任意のキ

ーワードの印象文脈（そのキーワードがどのような印

象のツイートにおいて用いられているか）を可視化す

る手法も提案する．具体的には，Twitter API を用いて

そのキーワードを含むツイート群を収集し，各ツイー

トの印象を数値化することで，どのような印象のツイ

ートが多いかを円グラフにして提示する．  
 

2. 関連研究  
Twitter を利用した研究は数多くなされており，トレ

ンド分析 [6]やニュース記事推薦 [7]，リアルタイムイベ

ント抽出 [8]などに応用されている．また，Twitter ユー

ザどうしのつながり構築を支援するという目的で，フ

ォロー候補となるユーザを推薦するという研究も盛ん

であり，総合的に影響力の高いユーザを推薦する研究

[9]や実世界における友達関係を推定してユーザを推

薦する研究 [10]，潜在的な興味が似ているユーザを推

薦する研究 [11]など様々なアプローチが採用されてい

る．本研究では Sentiment Analysis 技術の一つである印

象マイニングを応用している点が新しい．



 

 

図 1 システムの全体構成  

 
Sentiment Analysis の研究分野では，評判や感情，印

象といった主観的な情報をテキスト（レビュー，ニュ

ース記事，Web ページ，小説など）から抽出するため

の研究が盛んであり，評判分析 [12][13]や情報可視化

[14]，情報推薦 [15]，異メディアコンテンツ生成 [16]，
印象タグ付与 [17][18]，情報の信頼性評価 [19]といった

様々な分野で応用されている．しかしながら，ほとん

どの研究がクラス分類問題あるいはアノテーション問

題としての扱いであり，読み手が感じる印象の程度を

数値的に求め，利用するという研究はまだ少ない [20] 
[21][22]．  
 

3. 印象可視化システムの設計と開発  
3.1 システムの全体構成  

本システムの全体構成を図 1 に示す．  
本システムの利用者がキーワードもしくは Twitter

ユーザ名を入力すると，システムは Twitter API[2]を用

いてツイートを取得する．入力がキーワードの場合，

システムはそのキーワードを含むツイート群を取得し，

入力が Twitter ユーザ名の場合，システムはその Twitter
ユーザがフォローしている人らのツイート群（ホーム

タイムライン）と，その Twitter ユーザ自身が投稿した

ツイート群（ユーザタイムライン）を取得する．  
次に，取得したツイート群から分析する際にノイズ

となる URL や Twitter ユーザ名を取り除き，既存の印

象マイニングシステム [3]を用いて各ツイートの印象

値を算出するとともに，Yahoo! JAPAN 社が提供してい

る Yahoo!キーフレーズ抽出 API[4]を用いてそれぞれの

ツイート群からキーフレーズを取得する．  
最後に，Google 社が提供している GoogleChartTools 

[5]を用いて，キーワード分析の場合は円グラフを，ユ

ーザ分析の場合は散布図を生成し，キーフレーズとと

もに利用者に提示する．  
以下の節で，本システムの各モジュールについて詳

しく説明する．  
3.2 ユーザ登録・ログインモジュール  

利用者はまず，ユーザ登録画面においてユニークな

ID とパスワードを入力し，ユーザ登録を行う必要があ

る．パスワードは，暗号化され，ID とともにデータベ

ースに保管される．  
既に登録済みの利用者は，登録した ID とパスワー

ドを用いて，ログイン画面より本システムにログイン

することができる．  
3.3 ツイート収集モジュール  

利用者は，システムのキーワード分析画面もしくは

ユーザ分析画面より入力を行う．  
3.3.1 関連ツイートの取得  

キーワード分析の場合は，入力されたキーワードを

含むツイート群を Twitter API を用いて取得する．なお，



 

 

取得するツイート数の初期値は 100 ツイートであるが，

システムの設定画面より利用者が独自に設定すること

も可能である．  
3.3.2 ホームタイムライン・ユーザタイムラインの取

得  
ユーザ分析の場合は，ユーザタイムライン（ユーザ

TL）とホームタイムライン（ホーム TL）を取得する．

ユーザ TL とは指定したユーザ本人が投稿したツイー

ト群のことであり，ホーム TL とは指定したユーザが

フォローしている人らが投稿したツイート群のことで

ある．  
ユーザ TL は，ユーザ TL 取得用の API が提供されて

いるので，これをそのまま用いて取得する．一方，ホ

ーム TL 取得のために Twitter が提供している API では，

認証されたユーザ自身のホーム TL のみが取得できる

ような仕様になっており，任意のユーザのホーム TL
を取得できるようにはなっていない．そこで本システ

ムでは，複数の API を組み合わせて任意のユーザのホ

ーム TL を擬似的に再現し，取得している．  
まず，指定されたユーザがフォローしている人らの

ID 一覧を API で取得し，さらに，それぞれの ID にお

ける最新投稿日時をチェックする．ホーム TL は今ユ

ーザが見ているタイムラインのことであるため，この

最新投稿日時が別途定める基準日より古い ID は，ホ

ーム TL には表示されないものとして分析対象から除

外する．本システムでは基準日の初期値を 1 日として

いるが，システムの設定画面より利用者が独自に設定

することも可能である．ここまでの処理で，ユーザが

今実際に見ているホーム TL に登場するユーザ集合と

近いユーザ集合（ ID 集合）が選別される．  
次に，選別された各 ID からそれぞれのユーザ TL を

取得することで，擬似的にホーム TL を再現すること

になる．但し，ID の取得時と同様に，基準日以前のツ

イートは取得しない．   
3.4 ノイズ除去モジュール  

取得したツイート群に顔文字や URL といった分析

に適さない文字列が含まれていると，正確な分析結果

を得ることができない．そこで，事前にこのような文

字列を取り除くことにする．  
具体的には，正規表現を用いて文字列検索を行い，

マッチする文字列を取り除くことにする．現在，定義

している，取り除く文字列と各文字列を取り除くため

に用いた正規表現を表 1 にまとめる．すなわち，http
もしくは https から始まる英数文字列を URL（Uniform 
Resource Locator）を表しているものとして取り除き，

@から始まる英数文字列を Twitter ユーザ名を表して

いるものとして取り除く．さらに，文字「w」が 2 個

以上連続したもの（笑いを表す）や顔文字も取り除く．  

表 1 ノイズとして取り除く文字列の詳細  
除去文字列  正規表現  

URL /(https?:¥/¥/[¥x21-¥x7e]+)/i 

Twitter ユーザ名  /@(¥w+)/i 

顔文字  /(¥(.*?¥))/ 

2 個以上連続する「w」 /(w|ｗ ){2,}/i 

 
3.5 印象マイニングモジュール  

本システムでは，著者らの印象マイニングシステム

[3]を用いて各ツイートの印象値を算出する．この印象

マイニングシステムは，「楽しい⇔悲しい」，「うれしい

⇔怒り」，「のどか⇔緊迫」という 3 種類の印象軸を対

象としており，それぞれの印象軸における印象の程度

（印象値）を 1～7 の 7 段階評価スケール「（左側の印

象を）感じる（1 点），わりと感じる（2 点），やや感じ

る（3 点），（どちらの印象も）感じない（4 点），（右側

の印象を）やや感じる（5 点），わりと感じる（6 点），

感じる（7 点）」に準じた実数値として出力する．  
この印象マイニングシステムを開発するに当たり，

まず，「ある印象を有する単語はその印象を表現する印

象語群と共起しやすく，逆の印象を表現する印象語群

とは共起しにくい」という仮定のもと，新聞記事デー

タベースに現れる任意の単語と対比的な印象を有する

2 つの印象語群との共起の仕方を調べ，どちらの印象

語群とより共起しやすいかを数値化することにより，

印象辞書（単語が記事の印象に及ぼす影響を数値化し

たもの）を構築した．さらに，この印象辞書を用いて

新聞記事の印象値を算出する手法（算出法）を開発し

た．そして，この算出法が新聞記事から算出する印象

値とその新聞記事を人々が読んだときに感じる印象値

との関係を回帰分析により定式化することで，算出法

が算出した印象値を回帰式により補正するという手法

を開発した．その結果，新聞記事に対しては高い精度

で印象値を算出することができたが，ツイートに対す

る有効性は検証されていない．今後の課題と言える．  
3.6 キーフレーズ抽出モジュール  

ノイズを除去したツイート群からキーフレーズの

抽出を行う．本システムでは，Yahoo!JAPAN が提供し

ている Yahoo!キーフレーズ抽出 API を用いる．  
ノイズを除去したツイート群を 100 ツイートずつに

分割し，これをパラメータとして分割数分 API リクエ

ストを行う．1 回のリクエストで 20 個のキーフレーズ

とそれぞれのスコアを得ることができる．但し，複数

回リクエストした場合，得られるキーフレーズに重複

が生じることがある．そのため，重複しているキーフ

レーズはスコアの平均値を求め 1 つにまとめる．最後

に，スコア上位の 20 個のキーフレーズを，スコアをも



 

 

とにタグクラウド形式に変換し，利用者に提示する．  
3.7 グラフ生成モジュール  

ユーザの印象選好やキーワードの印象文脈を可視

化するため，ツイートの印象値をもとにグラフを生成

する．グラフの生成には，Google 社が提供している

GoogleChartTools を用いる．  
ユーザ分析の場合は，各ツイートの印象値に基づい

て散布図を 3 つ生成する．「x 軸：楽しい⇔悲しい×y
軸：うれしい⇔怒り」，「x 軸：うれしい⇔怒り×y 軸：

のどか⇔緊迫」，「x 軸：のどか⇔緊迫×y 軸：楽しい⇔

悲しい」の 3 つであり，それぞれの散布図において，

ユーザ TL を赤色の丸印で示し，ホーム TL を青白の丸

印で示す．  
キーワード分析の場合は，各ツイートの印象値に応

じてそれぞれのツイートを 5 段階に再分類する．例え

ば，「楽しい⇔悲しい」の印象軸では，印象値が 1 以上

2.5 未満のツイートを「楽しい」に，2.5 以上 3.5 未満

のツイートを「やや楽しい」に，3.5 以上 4.5 未満のツ

イートを「普通」に，4.5 以上 5.5 未満のツイートを「や

や悲しい」に，5.5 以上 7 以下のツイートを「悲しい」

に再分類する．本システムは，印象軸ごとに，それぞ

れのツイート数をカウントし，GoogleChartTools を用

いて円グラフを生成する．  
 

4. システムの実行例  
本システムは，表 2 に示した開発環境において Web

アプリケーションシステムとして実装されており，動

作が確認されている．本章では，本システムの実行例

を示す．  
 

表 2 システムの開発環境  

OS CentOS6.5 64bit 

Web サーバ Apache2.4 

データベース MySQL5.0.10 

言語 
PHP5.4.7, 
JavaScript 
HTML 

使用 API 
Twitter REST API v1.1, 
Yahoo!キーフレーズ抽出 API, 
GoogleChartTools 

 
 
 

 

図 2 ユーザ分析の実行例 1 

（ユーザ TL とホーム TL のキーフレーズを表示させる場合） 



 

 

 

図 3 ユーザ分析の実行例 2 

（「のどか⇔緊迫」を選択し，該当するツイートを表示させる場合） 

 
 

4.1 ユーザ分析の場合  
まず，ユーザ分析の実行例を図 2 に示す．分析対象

と な る ユ ー ザ と し て 著 者 の 一 人 で あ る @Morino 
Kumazo を指定しており，画面上部には「x 軸：楽しい

⇔悲しい×y 軸：うれしい⇔怒り」，「x 軸：うれしい⇔

怒り×y 軸：のどか⇔緊迫」，「x 軸：のどか⇔緊迫×y
軸：楽しい⇔悲しい」の 3 つの散布図が表示されてい

る．散布図の下には，ユーザ TL とホーム TL のそれぞ

れにおいて抽出されたキーフレーズがタグクラウド形

式に変換され，表示されている．  



 

 

また，本システムの利用者が選択した印象に基づい

て，当該印象に分類されたユーザ TL とホーム TL を表

示させることもできる．表示させる印象として「のど

か⇔緊迫」を選択した場合の実行例を図 3 に示す．こ

の操作により，それぞれの印象に該当するツイートの

内容を読むことができる．  
4.2 キーワード分析の場合  

次に，キーワード分析の実行例を図 4 に示す．分析

対象となるキーワードとして「高校サッカー」を入力

しており，画面上部には「楽しい⇔悲しい」，「うれし

い⇔怒り」，「のどか⇔緊迫」の 3 つの印象軸に対応し

た円グラフが表示されている．この円グラフを見るこ

とで，直感的にどのような印象文脈でのツイートが多

いかを知ることができる．また，円グラフの下には，

利用者が選択した印象（この例では「うれしい⇔怒り」）

に分類されたツイートが表示されている．もちろん，

図 2 同様，取得したツイートから抽出されたキーフレ

ーズをタグクラウド形式で表示させることもできる．  
 
 

 

図 4 キーワード分析の実行例  

（キーワードとして「高校サッカー」を入力した場合） 

（「うれしい⇔怒り」を選択し，該当するツイートを表示させる場合） 



 

 

5. むすび  
本論文では，システム利用者が指定した条件（Twitter

ユーザ名もしくはキーワード）に基づいて該当するツ

イートを自動的に収集・分析し，任意のユーザの印象

選好（そのユーザが普段，どのような話題の，どのよ

うな印象のツイートを見たり投稿したりしているか）

や任意のキーワードの印象文脈（そのキーワードがど

のような印象のツイートにおいて用いられているか）

を可視化する手法を提案するとともに，Web アプリケ

ーションシステムとして実装した．  
ユーザ分析では，利用者が指定した Twitter ユーザの

ユーザタイムライン（ユーザ TL）とホームタイムライ

ン（ホーム TL）を収集・分析し，そのユーザの印象選

好を可視化することで，そのユーザをフォローしても

良いか，しない方が良いかの判断を支援する機能を提

供している．キーワード分析では，利用者が入力した

キーワードを含むツイートを収集・分析し，そのキー

ワードの印象文脈を可視化することで，キーワードの

使われ方を調べることができる．  
今後の課題として，以下のようなものが挙げられる．

まず，本システムで用いている印象マイニングシステ

ム [3]は，新聞記事の分析用途で設計・開発されたもの

であり，ツイートの印象マイニングに対する有効性は

検証されていない．ツイートには非文法的なものや極

端に短い文からなるものも多く，現在の辞書ベースの

方法では十分な精度が得られないかもしれない．した

がって，ツイートに対する現印象マイニングシステム

の精度を検証しつつ，ツイートに対応可能な印象マイ

ニング手法を開発していく必要がある．一方，ツイー

トには Twitter 特有の顔文字やネットスラング，言い回

しが含まれる場合があり，ツイートの印象にも影響を

与えているものと考えられる [23]．そのような場合に

も正確に印象値を算出できるように印象マイニングシ

ステムを改良する必要がある．また，本システムを発

展させることで，ユーザの印象選好やキーワードの印

象文脈を可視化するだけでなく，実際にフォローすべ

きユーザを推薦したり，利用者の興味のあるキーワー

ドを提示したりすることのできるシステムを開発して

いきたい．  
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